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薬品分析化学講座担任 教授 薬学博士 高木誠司
助教授 薬学博士 上田武雄
薬品製造学講座担任 教授 薬学博士 高橋酉蔵
助教授 西海枝東雄
有機薬化学講座担任 教授 薬学博士 富田真雄
助教授 薬学博士 上尾庄次郎
無機薬化学講座担任 教授 薬学博士 石黒武雄
助教授 加藤貞武





電気化学 教授(工学部) 工学博士 中沢良夫
化学機械学 教授(工学部) 工学博士 亀井三郎
醗酵化学 教授(農学部) 農学博士 片桐英郎
衛 生 戸ザ土らー 教 授 医学博士 戸田正三
栄養化学 教授 医学博士 前回 鼎
助教授 医学博士 明石修三
微生物学 教授 医学博士 木村 廉
薬 物 学 教授 医学博士 荻生規矩夫
病理学概論 教授 医学博士 杉山繁輝


















































































































































































































































































































































































生 薬 学 講座 教授 木村康一
助教授 高橋三雄



























































































































































































































































































































































中川 p.~ 異 平成元年4月~
助教授 上田武雄 昭和14年4月~昭和19年1月
鈴木友二 昭和20年9月一昭和22年7月














































































































































































































































































































































































秦 清之 昭和40年 8月~昭和43年 3月
(大阪薬科大学教授に転任)
田端 守 昭和43年 4月~昭和52年 7月
福井宏至 昭和53年 4月一平成3年10月
(香川大学教授に転任)
田中 重ま佳 平成 3年11月一
講師 木村康一 昭和14年 4月~昭和15年12月
木島正夫 昭和21年4月~昭和21年 9月
(京都薬学専門学校教授に転任)
宮野成二 昭和29年 4月~昭和30年 3月
(熊本大学助教授に転任)
秦 清之 昭和38年9月一昭和40年 7月












































































































































































































































































































































































































































































































































































































市川 厚 昭和60年 4月~
(メクト株式会社中央研究
所取締役所長として転任)




吉本昭夫 昭和48年 4月~昭和52年 3月
(新潟薬科大学教授に転任)




































































教授 回中 久 昭和40年2月~昭和57年3月
横山 陽 昭和57年10月~























































































































Brain Res." 21巻、 p.344-348 (1994)に掲載された。




































































































































































































































































































































































































~言 1 2 3 4 言十定員現員 定員現員 定員現員 定員現員 定員現員
薬 学 科 40 40 40 41 (14) 40 43(12) 160 
90 (41) ト一一一 89(35) 347 (130) 
製薬化学科 40 40 40 40(13) 40 44(15) 160 
言十 80 90(41) 80 89(35) 80 81(27) 80 87(27) 320 347 (130) 






1 I 2 言十 213 言十
定員 現員定員現員定員現員 定員現員 定員現員定員 現員定員現員
薬学専攻 11 15( 2) 15 29(4) 26 44( 6) 8 113 (2) 8 111(2) 8 13 (2) 24 37(6) 
製薬化学専攻 10 17( 5) 12 20(3) 22 37( 8) 6 4 6 2 6 4 18 10 
薬品作用制御
25 31( 3) 25 31 ( 3) システム専攻























区分 薬 学 博士
!日制 I I 308 
|大学院博士課程修了者 I 3必
新制卜
|論文提出によるもの I 507 




進 路 状 i兄
卒業年度 卒業者数
進学 会社 病院 官公庁 その他
平成5年 81 53 25 。 。 3 
平成4年 88 49 32 1 2 4 
平成3年 72 38 32 。 1 1 
平成2年 80 35 40 。 。 5 
平成元年 73 34 36 。 2 
表8-14 修士課程修了者進路状況
(平成元一 5年度)
進 路 状 j兄
修了年度 修了者数
進学 会社 病院 官公庁・大学 その他
平成5年 50 20 27 。 2 1 
平成4年 38 16 21 1 。 。
平成3年 38 17 18 1 1 1 
平成2年 36 14 22 。 。 。
平成元年 41 18 20 。 l 2 
表8-15 博士後期課程修了者進路状況
(平成元-5年度)
進 路 状 j兄
修了年度 修了者数
会社 病院 宮公庁・大学 その他
平成5年 14 8 。 3 3 
平成4年 8 5 。 3 。
平成3年 9 4 。 3 2 
平成2年 12 9 。 2 1 




昭61年 昭62年 HB63年 平元年 平2年 平3年 平4年 平5年
官 品，、泊、- 庁 / 98 123 118 127 121 101 115 
諸 団 体 / / / 42 39 37 35 27 
日司 局 / / / 3 9 l 8 70 
製薬会社 923 882 944 874 1，001 1，008 1，036 1，115 
その他の会社 412 442 566 512 613 437 592 583 
薬科大学 / 125 134 149 151 140 142 129 
その他の学校 / 334 322 366 419 368 368 366 
病院薬局 / 88 89 95 115 79 97 106 

























(1) 薬学部本館 9，468m' 
(2) 薬学部別館 884m' 
(3) RI学生実習室 268m' 
(4) 栽培温室 163m' 
(5) 実験排水処理施設 144m' 
〔年表〕
昭和14年3月30日
3月31日
昭和15年6月25日
12月10日
昭和16年4月15日
12月27日
12月28日
昭和24年5月31日
昭和26年4月1日
昭和27年4月1日
昭和28年4月1日
4月7日
昭和29年4月1日
昭和35年4月1日
4月1日
4月12日
昭和36年4月1日
4月1日
昭和37年4月1日
12月29日
昭和38年3月31日
4月1日
医学部に薬品分析化学講座、薬品製造学講座新設。
医学部に薬学科新設。
有機薬化学講座新設。
無機薬化学講座新設。
生薬学講座新設。
本学にて授与の学位中に薬学博士追加。
医学部薬学科第 1回卒業式挙行。
新車IJ京都大学設置。
薬剤l学講座新設。
生物薬品化学講座新設。
京都大学大学院に薬学研究科薬学専攻設置。
大学院薬学研究科規程制定。
医学部内に有機微量元素分析総合研究施設設置。
薬学部(薬学科)設置。
医学部の薬品分析化学、薬品製造学、有機薬化学、無
機薬化学、生薬学、薬剤学、生物薬品化学の各講座を
廃止し、薬学部に薬品分析学、薬品製造学、有機薬化
学、無機薬化学、生薬学、薬剤学、生物薬品化学の各
講座を新設。
有機微量元素分析総合研究施設を薬学部内に附置。
薬学部規程制定。
製薬化学科新設。
薬用植物化学講座新設。
薬品作用学講座、薬品工学講座新設。
火災により本館延べ1，362討を焼失。
薬学部新営第1期工事(延べ1，729m')完成。
薬品物理化学講座、衛生化学講座新設。
1037 
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昭和39年 3月31日
4月1日
昭和40年4月1日
昭和41年 3月31日
4月1日
4月30日
昭和48年4月12日
昭和62年5月21日
平成4年 3月31日
平成5年4月1日
1038 
薬学部新営第2期工事(延べ3，702m')完成。
放射性薬品化学講座新設。
薬学研究科製薬化学専攻設置。
薬学部新営第3期工事(延べ2，767m')完成。
薬品作用学講座を薬理学講座に、 生物薬品化学講座を
生物化学講座に改称。
薬学部記念館(延べ678m')完成。
薬学部附属薬用植物園設置。
薬品工学講座を微生物薬品学講座に改称。
薬学部別館(延べ884m')完成。
薬学研究科に情報薬学講座(薬学科無機薬化学講座を振
り替え)、分子作用制御学講座(新設)、遺伝子薬品学講
座(新設)を基幹講座とし、病態機能分析学、動態制御
システム薬剤学、生物有機化学(化学研究所)、生体機
能化学(化学研究所)、医療薬剤学(医学部附属病院)の
各講座を協力講座とする薬品作用制御システム専攻修
士課程(独立専攻)設置。
「薬品分析学講座、有機薬化学講座、生薬学講座、薬剤l
薬 学科L学講座、薬理学講座、衛生化学講座
「薬品製造学講座、生物化学講座、薬用植物化学講座、
製薬化学科|微生物薬品学講座、薬品物理化学講座、放射性薬品化
L学講座
附属薬用植物園
有機微量元素分析総合研究施設
薬学専攻 「薬品分析学講座、有機薬化学講座、生薬学講座、薬理
L学講座、衛生化学講座
製薬化学専攻「薬品製造学講座、生物化学講座、薬用植物化学講座、
L微生物薬品学講座、薬品物理化学講座
基幹講座:情報薬学講座、分子作用制御学講座、遺伝
子薬品学講座
薬品作用制御|協力講座:病態機能分析学講座(放射性薬品化学講座)、
システム専攻| 動態制御システム薬剤l学講座(薬剤学講座)、
(独立専攻) I 生物有機化学講座(化学研究所)、生体機能
「庶務掛
事務部--i会計掛
卜教務控卜
L 図書掛
化学講座(化学研究所)、医療薬剤l学講座(医
学部附属病院)
図 8-1 機構図
